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［将来像を実現するための活動目標］ 

 ・地域の核となる農業者を育て、耕作放棄地を増やさないようなサポート体制を整備する。 

 ［活 動 内 容］ 

 

 
 
 
 
 
 

 

４．今後の課題等 

U 字溝やパイプラインの布設等により水路整備が進んだ反面、土水路が減少し、ホ

タル、ドジョウ、カジカなど、田んぼ周りの生物が減少してきている。今後は、その

ような生物と共生できる環境を維持していくことが課題である。 
また、鳥獣害（ハクビシン等）が増加しつつあることから、鳥獣害対策も今後の課

題になってきている。 
 
 

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 
（田 11.7ha） 

 
個別対応 

水路・農道の管理 
・水路 1.4 ㎞、清掃、草刈り 

 
 

共同取組活動、個別対応 

農地法面の点検 
（年 1 回及び随時） 

 
共同取組活動、個別対応 

稲刈り体験や収穫祭
 
 

共同取組活動 

共同利用施設（乾燥調製施
設）の利用率のアップ 
協定参加者５人中３人が施
設利用中→５人全員へ 
 

共同取組活動 
周辺林地の下草刈り 
（1ha、共同年 1 回、 

各自随時）
 

共同取組活動、個別対応 

農地法面・水路・農道等の補
修、改良 
（2.3 ㎞ 随時） 

 
共同取組活動 

[集落の将来像] 

地域の良さを子どもたちとの交流を通じて伝え、郷を守っていく。 

集落外との連携 

○自治会や育成会、農地・水・環境保全対策関係の方々に協力を得ながら、稲刈り体験や収穫祭を開催

している。地元以外に親戚等の参加を呼び掛け、参加者が増えるようにしている。 

［第２期対策の主な効果］ 
○ 都市住民との交流による地域の活性化 

・稲刈り体験、収穫祭の参加者（H21：100名） 

梅の選果 
（農地 1ha） 

 
共同取組活動 


